
編集後記●10数年振りの小樽での研究発表会はたいへ  

ん印象深いものでした．若林先生をはじめとする北海  

道支部の方々の暖かいおもてなしにも感激いたしまし  

た．懇親会ウォッチャーによれば，懇親会で食べるも  

のが無くならなかったのは近来まれ，ということでし  

た●それにしても寒かったですね．摂氏5度ですから  

ね．駅のホームの脇とか，シンポジウムの会場前の中  

庭などにまだかなりの雪の山があったのには驚きまし  

た．今年の冬の降雪は大変なものだったようです．あ  

のトンネルの落石事故も無関係ではないのでしょう●  

雪国ではどこでも除雪作業にかなりのエネルギーを費  

やしているようです．北海道の除雪のための支出は約  

100億円，というはなしを小樽で乗ったタクシードライ  

バーから聞きました．除雪の基本は雪があると困ると  

ころから困らないところへ移動する，ということです．  

溶ければ水になって埼れてしまうものを動かすために  

毎年100億円のお金が流されてしまうのももったいな  

い話です●毎年そんなに費用が掛かるのであれば，そ  

のお金をハイテクに設備投資して，山の頂上で巨大な  

プロペラを回して都市部に雪が降らないようにすると  

か，海水を暖めて道路に流し雪を溶かしてしまうとか，  

道路の脇にべルトコンベヤーのようなものをつけて大  

量に積もる前に海まで運んでしまうとか，いろいろな  

アイディアが出てきそうな気がします●でもこのよう  

なプランは受け入れられないのだそうですね．作業月  

とかダンプカーだとか除雪のために必要な資源を提供  

する業者は，あらかじめそのような作業が冬場にある  

ということを見込んだうえで長期計画，年間計画を立  

てているので，冬場の仕事がなくなると，失業とか資  

材のローンの返済ができないとか，色々な問題がでて  

くるからだそうです●最適化を考えるうえで，実施上  

の制約条件を十分に考慮したうえで計画を立てないと，  

実行不可能な解を導きかねない，ということを改めて  

考えさせられました．  （逆瀬川浩孝）  
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